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 史跡武蔵国分寺跡 以下， 史跡 。 周辺 ，現在，史跡整備 進 い ，市内 貴重 観光資源 い 。 ，史跡周辺 い ，保存 活⽤ 向 史跡整
備 ，周辺 集積 資源※ 活 ，来訪者 休憩 店舗等 ⽴地 誘導やア セ 向上等 図 ，観光 活性化や本市 魅⼒ ⾼ 進 。更 ，史跡
周辺 崖線 斜⾯緑地や農地 緑豊 環境 形成 い ， 活 魅⼒的 形成や良好 住環境 維持・向上 図 進 。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史跡武蔵国分寺跡周辺エ ア ま い  

 

史跡武蔵国分寺跡周辺地区ま 計画 平成 さ9 年８⽉ 以下， 計画  
将来像：歴史的環境 活 し，⾃然 暮 し 融和し ま  
＜基本⽅針・ ー ＞ 
■史跡や緑 共⽣ ⽣活環境改善  
・史跡 共⽣ 住環境 保全 創造 
・安全・安⼼，緑豊  

■来訪者 温 迎え 地域交流  
・緑－国分寺崖線 保全 再⽣ 
・⽔－湧⽔ 活 親⽔性豊 地域 環境  
・景観－歴史 緑 包 美 い  

■史跡 価値 ⾼ 緑 ⽔ 景観  
・歩い 美 わ や い道  
・来訪者 地域交流 促進 

■史跡 活 安全・快適 交通  
・快適 ⽣活交通環境  
・安全・安⼼ 利⽤  
・歩い  

上位関連計画 位置付  

検
討

⽬
的 

国分寺市ま ・ ・し 創⽣総合戦略 平成 2せ 年 さご ⽉ 初版 以下，総合戦略  
基本⽬標：ま 魅⼒ 発掘・発信 交流⼈⼝ 多 獲得 ，定住化 促進 
＜具体的 施策＞ ⼀部抜粋  
・⽇本 宇宙開発発祥 地，史跡武蔵国分寺跡， 鷹 道・真姿 池湧⽔群 地域資源 活⽤し 交流 促進

都市 地域別構想 補強 ，地域 具体的 ⽅向性 ⽰ 計画 

ま 関 住⺠意向 

＜ 関 重視度・満⾜度＞ 
・史跡周辺エ ア 含 第四⼩学校区 分野別

関 重視度・満⾜度 以下 う い 。 結果
詳細 ，pげ  関連資料参照  

○各分野 重視度 ⾼ ，満⾜度 低
い 。 

〇特 重視度 ⾼い項⽬ ，⼟地利⽤ 豊 緑 保
全 ，道路交通体系 安⼼し 歩け 歩⾏空間 形成 ，安全・
安⼼ 緊急⾞両 通⾏ う狭い道路 改良
い 。 

 

＜市⺠意識調査 ⾃由意⾒及 地域懇談会 意⾒＞ 
○緑豊 住環境 ⽣ し ま 進 ほ い。 
○各農家 後継 ，畑 続け 宅地

あ 。 
○ 鷹 道 休⽇ ⼈ 多い ，地元 ⾦ 落 え

い い。 
○武蔵国分寺跡周辺 観光地 し 整備 ほ い。 
○住宅地内 ｍ未満 道路 多過 。 
○ ロッ 塀 ⽇当 や災害⾯ 不安 あ ，⾼ 制限

等 設 い 。 

 市 ，史跡周辺 い ， ・ ・ 創⽣総合戦略や都市計画 ー ン い 以下
位置付 い 。 

 ，史跡周辺 良好 住環境 史跡整備 調和 ⽬指 ，地域住⺠等 策定 史跡武蔵国分寺
跡周辺地区 計画 以下 定 い 。 

国分寺市都市計画マ ー ン 平成 28 年 ⽉ 以下，都市  
＜歴史⽂化 拠点 ／ 武蔵国分寺跡周辺＞ 
・武蔵国分寺跡 整備 推進 周辺 歴史⽂化資源 活 歴史⽂化 ま 推進 
＜ ぶ イアン ーン／国分寺駅，⻄国分寺駅 市内 南東部⼀帯 構成＞ 
・ま 資源 最⼤限 活 し 魅⼒ 保全・向上 
・ 資源 観光 活 推進 ，市内外 ⼈ 訪 魅⼒溢 エ ア 

史跡 保存管理，整備活⽤ い ，以下 う
位置付 い 。 

国指定史跡武蔵国分寺跡 附東⼭道武蔵路跡
保存管理計画 第 次 平成 24 年 ⽉
＜保存管理 基本⽅針＞ ⼀部抜粋  
・豊 ⾃然・歴史環境 恵ま 地域 特性

⼗分⽣ ， ン 国分寺
跡 保存 推し進 ，併 地域住⺠ ⽣活

調和 図  
＜整備活⽤ 基本⽅針 インイ ー ＞ 
・国分寺崖線 緑 借景 ，壮⼤ 武蔵国分寺

伽藍 イ ー 史跡公園 整備 
＜僧寺跡 最終完成イ ー ＞ 
 

東京 け 都市計画道路 整備⽅針 
第四次事業化計画 平成 28 年 ⽉  

＜計画内容再検討路線＞ 
・史跡 歴史的価値や周辺交通状況 踏 え，廃⽌

⾒据え 検討 

＜国 ・ ・ 号線 評価 い 項⽬ 役割 ＞
・避難場所 ア セ 向上 ・延焼遮断帯 形成
・都市 多彩 魅⼒ 演出・発信 
※史跡整備 重要性 踏 え，国 ・ ・ 号線

上記 役割 周辺都市計画道路等 代替
廃⽌ 向 検討 推進

史跡周辺エ ア内 都市計画道路 計画 い
国 ・ ・ 号線 ，以下 う 位置付 い 。

都市 改訂 あ 実施 市⺠意向調査 平成 2ず 年 ⽉実
施 や地域懇談会 平成 2ず 年 さご〜さ2 ⽉実施 及 国分寺市住宅

ー ン 改訂 あ 実施 市⺠意向調査 平成 2ぜ 年 ⽉実
施 史跡周辺エ ア 関連 意⾒ 以下 。 

国
・

・
ささ 

国
・

・
 

国
・

・
さじ 

国 ・ ・  

国 ・ ・  

［史跡周辺エ ア 範囲］ 
史跡 中⼼ ，
都市基盤 ⼤

分 周辺
都市計画道路

範囲 史跡周
辺エ ア 。 

＜施策展開＞ 

・既存住宅 緑化 推進 
・最低敷地⾯積 ー 化 
・ ッ 塀 ⽣垣化 推進      等

・国分寺緑地 整備推進 
・斜⾯緑地 計画的保全 
・真姿 池周辺 環境整備 
・外壁等 ⾊彩コン ー       等

・歩⾏者 ー 整備 
・ユ ー イン対応型 イ 整備
・ベンチや ッ ー 整備    等

・国 ・ ・ 号線 ⾒直 推進 
・⽣活道路ネッ ワー 確保 
・道路 部分拡幅           等

※ 資源：市内 ⾃然資源や歴史⽂化資源等，地域 特徴や魅⼒ い ， 進 活 い 要素 国分寺市都市計画 ー ン
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 史跡周辺エ ア ，課題 内容 踏 え ， 計画 将来像 あ “⾃
然 暮 融和 ナや，市全域 視点 ⾒ 総合戦略や都市 将来像 あ ナ地域資源
活⽤ 交流 促進ナや“市内外 ⼈ 訪 エ アナ，“⼈々 交流や賑わいナ い 位置付 踏 え

必要 あ 。 
 ，史跡周辺エ ア ，地域住⺠ 視点 ⽴ 緑豊 安全・安⼼ “⽣活環
境 維持・向上ナ ，来訪者 視点 史跡周辺 魅⼒あ エ ア ま 資源 活

し “交流 促進ナ いう地域住⺠ 来訪者 双⽅ 視点 展開 考え 。 

〇緑や農地 調和 環境 保全 
・国分寺崖線 斜⾯緑地，農地 保全 
・緑や農地 調和 住環境 保全 

○道路空間 確保 
・国 ・ ・ 号線 ⾒直 踏 え 広域交通 道路ネッ ワー 構築 
・災害時 安全・安⼼ 道路空間 確保

〇 資源 魅⼒ 向上 
・史跡整備及 周辺 環境整備 推進 

〇 資源 周遊 う繋  
・歩⾏者 ー 確⽴，来訪者⽤ 駐⾞場等 整備 

○周辺環境 含 滞留 空間 整備 
・地域住⺠ 利便性 向上や来訪者 休憩 空間 確保
・歴史・⾃然景観 調和 景観 形成

国分寺崖線 斜⾯緑地や農地等 豊富 残 緑豊 エ ア いま  
・エ ア内 国分寺崖線 斜⾯緑地や農地

残 い 。 
・農⽤地 畑・樹林地 や森林 減少し，宅地等 変

わ い 箇所 ⼀部 ⾒ ま 。 
 

 

 

 

 

 

 

※史跡周辺エリアを含む第 種低層住居専⽤地域の⼟地利⽤の推移 

来訪者 休憩 店舗等 専⽤商業施設，住商併⽤建物 ほ ⽴地し いま
・エ ア内 ⼤部分 第 種低層住居専⽤地域

，府中街道沿道 除 ，専⽤商業施設 ⽴地
，住商併⽤建物 点在 程度 い 。 

・点在 住商併⽤建物 事務所建築物 併⽤ 多
，店舗等 ほ ⽴地し いま 。 

幅員 狭い道路 多 ，道路沿道 ロッ 塀等 建 並 箇所 ⾒ エ ア
いま  

・エ ア内 ，６ｍ未満 道路 多 ，⼀部 ｍ
未満 道路 多い箇所 ⾒ 。 

・幅員 狭い道路沿道 ， ロッ 塀 建 並 い
箇所 ⾒ 。 関連資料：pげ  資料 参照  

 

エ ア内 現況 

ま 課題 

緑や農地 調和し 良好 住環境 保全・形成 必要

沿道 ⽣垣化 緑豊 住環境 形成 必要 

緑豊 環境 し い 国分寺崖線 斜⾯緑地 適切 保全 必要

住宅地 調和し ゆ あ 住環境 し い 都市内農地 適切 保全 必要

史跡・緑 活 し 低層住宅地 し 落 着 あ 景観形成 必要

周辺 歴史的景観 配慮し 沿道景観 形成 必要 

ま 資源等 結 来訪者 歩⾏者 ロ ー 確⽴ 必要

史跡来訪者 休憩や観光 楽し 利便施設 ⽴地誘導 必要

国 ・ ・ 号線 ⾒直し 踏まえ 広域交通 道路ネッ ワー 構築 必要

ま 計画 基本⽅針・テーマ 軸 ，他 上位関連計画 位置付 踏
え 上 ， ま 関 住⺠意向 ， エ ア内 現況 ャッ 史跡周辺エ ア

課題 整理 。 史跡整備 推進 前提  

前⾴ 整理事項  上位関連計画 位置付け   ま 関 住⺠意向 

幅員 狭い道路 安全性 確保 必要 

エ ア ま 考え⽅ 

⇒課題 〜 関連

資料：平成 24 年度⼟地利⽤現況調査

府
中

街
道

 

資料：平成 24 年度⼟地利⽤現況調査

⇒課題 関連

⾃然景観や歴史景観 豊 ，落 着い
低層住宅地 景観 形成し いま  
※関連資料：pげ  資料 参照 ⇒課題 ， 関連 

史跡内及 そ 周辺 ま 資源 集
積 ⾒ エ ア いま  
※関連資料：pげ  資料 参照 ⇒課題 ， 関連 

資料：平成 24 年度⼟地利⽤現況調査

⇒課題 ， ，
関連

平常時消防活動困難区域 ，最⼤半径 さ4ご
ｍ ⾒ 場合，概 解消 いま  
※関連資料：pげ  資料 参照 ⇒課題 ， 関連 

震災時消防活動困難区域 ，エ ア中央部
６ｍ以上 道路 不⾜し い ，⼀

部 該当箇所 ⾒ ま  
※関連資料：pげ  資料 参照 ⇒課題 ， 関連 

39.3%

18.0%

5.7%

39.9%

16.9%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40%

住宅⽤地

農⽤地

森林 H19 H24

緑豊  
安全・安⼼
⽣活環境 
維持・向上

史跡周辺  
資源

活  
交流 促進
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※前⾴ 整理 踏 え，史跡周辺エ ア 考え イ ー 以下 う 整理 。 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ ア内 ま イ ー  

農地 多い ーン 
●農地 適切 保全 
●農地 調和 住宅

地 景観形成 

国分寺駅 史跡へ
向 う ー

ーン 
●落 着 あ 店構

え 店舗等 ⽴地 
●史跡や崖線 緑 調

和 景観形成 
●良好 住環境 維持 

ま ま 緑 残
ーン 

●国分寺崖線 斜⾯緑
地 適切 保全 

史跡・国分寺緑地指定
範囲 ーン 
●観光振興 核

史跡 活⽤ 

エ ア内 都市計画
道路 
●国 ・ ・ 号線 頼

い広域交通 ネ
ッ ワー 構築 

地区内道路
●主要 ⽣活道路 元町

通 ，植⽊交換通
軸 道路状空

間 確保 

※崖線 上部 台地
住宅地 

※都⽴武蔵国分寺公園 
※崖線 上部 台地

住宅地 
※⼤規模敷地 

※別途 検討
進 い 国 ・

・ささ 号線沿道周辺 

※府中街道沿道 



4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参 考 

ま 関 住⺠意向 関連資料 

＜ 関 重視度・満⾜度 ＞ 
 

満⾜度・重視度 ⾒⽅ 
最優先改善項⽬ 

○重視度 ⾼い 関わ ，
満⾜度 低い項⽬。 
優等項⽬ 

○現状 満⾜度 ⾼ ，重視度
⾼い項⽬。 

現状維持項⽬ 
○満⾜度 ⾼い ，重視度

低い項⽬。 
最低評価項⽬ 

○満⾜度 低 ，重視度 低い
項⽬。 重視度 高

高

満

足

度

最優先改善項目

優等項目

最低評価項目

現状維持項目

.  

.  

.  

.  

.  

.  .  .  .  .  

豊 緑の保全

駅周辺 の商業施設やオフィスの立地の促進

生活 根差 た商業地 商店街 の確保

落ち着 のあ 住宅地の保全

＋ 中高層 ３階以上 の集合住宅地の形成

× 近 職場のあ 住環境の形成

人 人の あいの場の形成

自然の豊 さを感 空間の形成

小規模 公園や緑地の市内各所への確保

大規模 公園や緑地の充実

＋ 魅力的 景観 の推進

× 歴史や さ を感 風景の保全

.  

.  

.  

.  

.  

.  

.  .  .  .  .  

重視度 高

高

満

足

度

広域の交通を担う広い道路の充実

市内の交通を担う道路の充実

住宅地内の狭い道路の拡幅の推進

誰 散策を楽 道の形成

＋ 安全 通行 自転車道の形成

× 安心 歩 歩行空間の形成

＊
地域 地域を結 公共交通の充実

火災の延焼を防 広い道路整備 の推進

個々の建物の不燃化・耐震化の促進

防災公園や，避難場所の充実

緊急車両 通行 よう狭い道路を改良

⼟地利⽤ 道路・交通体系 

緑・景観形成 安全・安⼼ 

エ ア内 現況 関連資料

 

資料 ：景観現況 
［⾃然景観］ 
・国分寺崖線 斜⾯緑地や， 鷹 道，真姿

池湧⽔群等 集積 ，多 ⽔ 緑 感
⾃然景観 形成 い 。 

［歴史景観］ 
・国分寺本堂や楼⾨等 歴史的建造物 位置

い ，史跡内 区画 整備や歴史公園
，市 歴史 奥深 印象 歴史景

観 形成 い 。 
［⽣活景観］ 
・国分寺崖線 斜⾯緑地や農地 ⼀体 住

宅地 位置 ，落 着 あ 低層住宅地 景
観 形成 い 。 

・武蔵国分寺公園や殿ヶ⾕⼾公園等 市内 規
模 ⼤ い公園 位置 ，⼈々 憩い 感

景観 形成 い 。 
［産業景観］ 
・府中街道沿道 商業店舗や事務所等 建 並

ぶ景観 形成 い 。 

国分寺崖線 緑 低層住宅地 鷹 道

史跡武蔵国分寺跡 広 あ 農地

 

資料 ま 資源等 分布
・エ ア内 資源 ，史跡北部及 周辺 集積 ，特

鷹 道や真姿 池湧⽔群 来訪者 多 ⾒ 。 
・史跡南部 整備 あ 進 ， 資源 あ 分

布 い い ，来訪者 あ ⾒ 。 

資料：国分寺歴史・観光マップ

真姿 池湧⽔群
鷹 道 

資料 ：道路現況 防災視点
 ・平常時消防活動困難区域 ，消防⽔利 半径 すごｍ 範囲 ⾒

，⼤部分 カ ー い状況 い ，最⼤
半径 さじごｍ 範囲 広 ，平常時消防活動困難区域 概

解消 い 。 

※平常時消防活動困難区域：幅員 ｍ以上道路沿道 消防⽔利 半径すごｍ 最⼤半径さじごｍ
※震災時消防活動困難区域：幅員ずげすｍ以上道路沿道 消防⽔利 半径2じごｍ 本検討 ずげごｍ以上 調査 東京消防庁資料

・震災時消防活動困難区域 ，史跡周辺エ ア中央部 い 幅員
ｍ以上 道路 不⾜ ， 周辺 消防⽔利 活⽤
い ，⼀部 該当箇所 ⾒ 。 

資料：平成 24 年度⼟地利⽤現況調査 
 防災安全課提供資料 

資料：平成 24 年度⼟地利⽤現況調査
 防災安全課提供資料 

資料 ：史跡 整備状況 
 ・平成 2じ 年 ⽉現在，

史跡内 歴史公園
箇所整備 ，国分寺

本堂や国分寺楼⾨
南側 区画 ⼀部
整備済 い

。 
・史跡 南部 ，整備

あ 進 ，
歴史的建造物等 ほ

⽴地 い
。 

出典：国指定史跡武蔵国分寺跡 附東⼭道武蔵路跡 保存管理計画 第 次

昭和 46〜49 年 環境整備⼯事

市⽴歴史公園 武蔵国分寺跡
僧寺北東地域  

市⽴歴史公園 史跡東⼭道武蔵路
東⼭道武蔵路 
側溝平⾯表⽰ 

市⽴歴史公園 武蔵国分寺跡
国分寺崖線下地域

資料 ：道路現況 ロッ 塀
 

■ ッ 塀 建 並ぶ沿道
 東元町 丁⽬  

・エ ア内 道路沿道 ， ッ 塀 建 並ぶ箇
所 ⾒ ，震災時 倒壊 避難等 ⽀障

恐 あ 。 

資料 ：観光 現況
 ・平成 さず 年度 実施 市南部 交通量調査結果 ⾒ ，

国分寺駅 圧倒的 多い ，真姿弁財天⼊⼝ 鷹 道
い 番⽬ 多 い 。 

・ 鷹 道来訪者 アン ー 結果 ⾒ ，今後 来訪意
向 訪 い 約 割 ⾼ い 。 

［市南部 の歩⾏者交通量調査結果 H16 ］
８時〜18 時 10 時間 ・5 ⽇間平均  

［お鷹の道来訪者の今後の来訪意向 H16 ］ 

⻄国分寺駅
1,298 ⼈/10ｈ

国分寺前
832 ⼈/10ｈ

真姿池弁財天⼊⼝
1,823 ⼈/10ｈ

⼀⾥塚
1,190 ⼈/10ｈ

国分寺駅前
10,302 ⼈/10ｈ

ｎ＝125 

・平成 させ 年度 実施
史跡周辺 ⾃治会
住⺠ 対象

アン ー 調査結果
⾒ ，来訪者 増

え い ⽣
活環境 守
観光客 増え 良い

約 割 ⾼
い 。 

・ 歴史的価値 持 地
区 当然

あ あわ
，約 割 住⺠ 来

訪者 増加 理解
⽰ い 。 

［今後のまち くりの⽅向 来訪者の増加 に い ］

出典：国分寺観光資源調査報告書 平成17 年 ⽉  出典：史跡武蔵国分寺跡周辺地区まち くり計画


